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　　会社概要会社概要

設立　　　　　設立　　　　　19971997年年66月月

上場市場　　ＪＡＳＤＡＱ　（上場市場　　ＪＡＳＤＡＱ　（20012001年年1212月月2121日上場）日上場）

　　資本金　　　資本金　　　22億億5,1055,105万円万円

　　事業内容　　ＥＲＰ　Ｒ／３の導入サービス事業内容　　ＥＲＰ　Ｒ／３の導入サービス
　　　　　　　　　　　■９年間で19社の契約実績（うち４社は進行中）
　　　　　　　　　　　■導入前段階でのＥＲＰ導入検討コンサルティングから導入開発
　　　　　　　　　　　■運用開始後の保守サポートサービスまでトータルにご提供
　　　　　　　　　　　■テンプレートによる一括請負導入

従業員数　　　従業員数　　　44７名（７名（20052005年年1212月末現在）月末現在）
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　IPSの事業内容

ＥＲＰパッケージをベースにした

基幹業務システムの構築
ＥＲＰパッケージをベースにしたＥＲＰパッケージをベースにした

基幹業務システムの構築基幹業務システムの構築

ＥＲＰ関連各種商品開発ＥＲＰ関連各種商品開発ＥＲＰ関連各種商品開発

外部支援事業外部支援事業外部支援事業

コンサルティング

サービス
コンサルティングコンサルティング

サービスサービス

保守開発事業保守開発事業保守開発事業
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IPSIPSの選択－の選択－SAPSAP社　社　Ｒ／３のＲ／３の採用採用

nnＩＰＳが考える情報システムのＩＰＳが考える情報システムの条件条件

nnＦｕｎｃｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　：今企業に求められる情報システムの姿は？

企業の基幹業務をフル・カバー、個別システムではなく全体システム
個別の仕事を助けるシステムではなく、企業全体の情報を統括・管理

nnＨｏｗＴｏＤｅｖｅｌｏｐｅ　ＨｏｗＴｏＤｅｖｅｌｏｐｅ　：如何に高品質な情報システムを実現し維持するか？

従来の手作り形開発システムでは限界
完成度の高いパッケージシステムの適用、プログラミングからの脱却
変化に対する柔軟性、ＩＴへの追随

nn信頼性・保障信頼性・保障

　　　　基幹業務のパートナーとして十分な企業基盤とサポート体制

ＳＡＰ
Ｒ／３
ＳＹＳＴＥＭ

　完全なリアルタイム連携と統合データベースを実現するパッケージ
　プログラミング手法から脱却しエンジニアリング手法へ
　　　　新しい仕事の進め方、情報システム技術への対応の為のプログラミングは
　　　　ＥＲＰベンダーにアウトソーシング。これによって、従来の開発手法によるシステム
　　　　の品質劣化を防ぎ、変化・最新のＩＴに対して迅速に対応可能
　ワールドワイド26,150社の導入実績と、そこで実用されている仕事のノウ・ハウを
　テンプレートに短期間でＢＰＲとシステム構築を実現



-6-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©　IPS CO.,LTD　All rights reserved 

ＩＰＳ
Implementation Partner for SAP

ll ＥＲＰとＥＲＰとはは

ll ＥＲＰパッケージとはＥＲＰパッケージとは

企業における経営資源（人、モノ、金、情報）の状況‘今現在の
状況 を管理、把握し、企業活動を行うという経営コンセプト

企業における資源の管理をするために必要な機能 （例：会計システム、
調達システム、販売システム、生産システム、人事システム、）を持ち、か
つ全システムが有機的に統合されている構造を持つソフトウェア

ERPそのものが基幹システム
従って、導入時に重要なことは・・・
システム導入の狙いを明確に設定し

目標実現の為のツール利用技術を徹底的に考えること!!

R/3R/3

ヒ ト

カ ネ
モ ノ モ ノ モ ノ

ERP(Enterprise Resource Planning)ERP(Enterprise Resource Planning)ととERPERPパッケージパッケージ

ＥＥＮＴＥＲＰＲＩＳＥ ＝　企業の →　　企業内の企業内の
ＲＲＥＳＯＵＲＣＥ　　＝　資源を →　　全ての資源を全ての資源を　
ＰＰＬＡＮＮＩＮＧ ＝　計画する →　　最も効率の良い最も効率の良い

　　　　　　再構築計画を行う再構築計画を行う
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ＩＰＳパッケージング
システム

IPSIPSの商品は？の商品は？

　・企業の基幹業務全体、複数業務の組み合わせをカバーするパッケージシステムを提供

　・ＥＲＰ－Ｒ／３をベースに、業務統合、情報統合、業務標準化を促進する高品質なシステムを

　　短期間で構築可能

　・事前に、Ｒ／３の部品を組み合わせ、部品が無い業務機能については独自で開発し、業務システムとして

　　パッケージング

　・企業の基幹業務全体、複数業務の組み合わせをカバーするパッケージシステムを提供

　・ＥＲＰ－Ｒ／３をベースに、業務業務統合統合、情報統合情報統合、業務標準化業務標準化を促進する高品質なシステムを

　　短期間で構築可能

　・事前に、Ｒ／３の部品を組み合わせ、部品が無い業務機能については独自で開発し、業務システムとして

　　パッケージング

商社

流通・卸業

ＳＣＭ

　　　　　　ＣＯ　　　　ＦＩ

ＳＤ

ＭＭ

ＰＰ

l欠落した業務機能の実現
l弱い機能の補完　　　　　
l日本の商習慣への対応

Ｒ／３ 拡張機能
標準ＡｄｄＯｎ部品

お客様
システム

お客様への導入実績及びこれまでの開発経験お客様への導入実績及びこれまでの開発経験

ワールドワイド26,150社で使用
されている業務の部品箱



-8-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©　IPS CO.,LTD　All rights reserved 

ＩＰＳ
Implementation Partner for SAPIPSIPSパブリックパッケージとは？パブリックパッケージとは？

準大手企業、中堅企業向けに特化した準大手企業、中堅企業向けに特化したIPSIPSテンプレートを活用して、製造業・商社へのコストパフォーテンプレートを活用して、製造業・商社へのコストパフォー
マンスの高いＲ／３導入サービスを提供致します。マンスの高いＲ／３導入サービスを提供致します。

ØØIPSIPSパブリックパッケージとは？パブリックパッケージとは？

　　アイ・ピー・エスのテンプレート（すでにカスタマイズ/アドオンが追加されたシステム＋ドキュメント）の　　　　　　
　　名称となっております。以下の２点をご用意しております。

　　　　　・製造業向けテンプレート　→　IPSパブリックパッケージ（プロセス系製造業：化学）

　　　　　・商社向けテンプレート　　→　IPSパブリックパッケージ（商社）　

ØØｍｙｍｙSAPSAP　　AllAll--inin--OneOneソリューションに登録済みテンプレートソリューションに登録済みテンプレート

　　IPSパブリックパッケージ（商社）　　　　　　　　　　　　　　　２００３年２月

　　IPSパブリックパッケージ（プロセス系製造業：化学）　　　２００３年８月

ØØｍｙｍｙSAPSAP　　AllAll--inin--OneOneソリューションとは？ソリューションとは？

　　SAP社の提供するソリューションの一つで、中堅企業に、価格的にも無理のない、最適な規模の　　　　　　　　
　ソリューションをご提供しています。その為お客様は、柔軟性の低いアプリケーションを苦心して　　　　　　　　　
　統合する必要はなくなりました。
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Ⅰ．Ⅰ．　平成平成1818年年66月期中間決算概要月期中間決算概要
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当中間会計期の経営環境当中間会計期の経営環境

　　SAPSAPの市場においては、特に中堅企業向けの案件が活性化の市場においては、特に中堅企業向けの案件が活性化
　しているものの、他　しているものの、他ERPERPパッケージとの競合やパッケージとの競合やSAPSAPサービスサービス
　　プロバイダー間の競合はますます激化。プロバイダー間の競合はますます激化。

そのような経営環境において、当社は・・・そのような経営環境において、当社は・・・

◆中堅企業向け◆中堅企業向けERPERP市場において市場において
　　→　　→ 東京営業所を拠点とした首都圏・中部・東日本市場に東京営業所を拠点とした首都圏・中部・東日本市場に
　　　　対する営業の推進　　　　対する営業の推進
　　→　　　→　SAPSAP社・ハードウエアベンダー等のアライアンス先社・ハードウエアベンダー等のアライアンス先
　　　　本社部門との関係強化　　　　本社部門との関係強化
　　　　→　→　IPSIPSパブリックパッケージ・エントリーの販売活動パブリックパッケージ・エントリーの販売活動
　　
　その他　各種マーケティング媒体を活用した見込客の発掘等　その他　各種マーケティング媒体を活用した見込客の発掘等
　　
以上の結果、上半期末に以上の結果、上半期末にR/3R/3関連プロジェクト２案件を追加受注。関連プロジェクト２案件を追加受注。　　　　
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（単位：百万円）

H17/6期
中間(実績）

H18/6期
中間(実績）

前年同期比

売上高 414 466 12.4% 増

営業利益 4 9 109.7% 増

経常利益 4 9 114.6% 増

中間純利益 1 5 174.5% 増

1株当たり
中間純利益

80円57銭 220円01銭 -

平成平成1818年年66月期中間業績概要（前年同期比）月期中間業績概要（前年同期比）
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H17/6中間 H18/6中間 H17/6

保守その他事業

Ｒ/３事業部

・H18/6 中間期の主な売上先
　　（売上高上位４社）

◆岸本産業株式会社
　
◆富士通株式会社

◆日本電産シバウラ株式会社

◆今中株式会社

（千円）

セグメント別売上高セグメント別売上高



-13-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　©　IPS CO.,LTD　All rights reserved 

ＩＰＳ
Implementation Partner for SAP

　
Ⅱ．Ⅱ．　平成平成1818年年66月期業績見込月期業績見込
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（単位：百万円）

H17/6期
　　　　(実績）

H18/6期
　　　　（予想）

前年同期比

売上高 843 850 0.8% 増

経常利益 32 60 84.2% 増

当期純利益 16 32 88.6% 増

平成平成1818年年66月期業績見込（前年同期比）月期業績見込（前年同期比）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nn 本資料についてのご注意本資料についてのご注意

　　　　本資料は、業績の進捗状況の参考となる情報提供のみを目的としたものであり、投資等
の最終決定は投資家ご自身の判断でなさるようお願い致します。また本資料を判断材料
とした投資の結果等に対する責任は負いかねますのでご了承ください。

　　　　本資料中の予想または計画は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づ
き作成したものであり、実際の業績は経済情勢等今後様々な要因によって予想または計
画数値と異なる場合があります。


